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特種学校
　
以上で、明代、全国の府・州・県に、広く一般人民のために設け
られた普通教育
─
当時これを「儒学」と称した
─
の制度のあら
ましを述べた。　
当時この外に、これとほぼ同等で、ある特定の地域とか特別の階
級の子弟の教育のために設けられた学校があった。 「社学」 「武学」 「宗学」 「孔顔孟三氏教授司」などいうのが、それである。以下、それについて述べる。【社学】　
社とは二十五軒の鄰里の称であった。 「社学」は、府・州・県の
下にあって、郷社の子弟を教育する初等 学校であった。 『明史』巻六九・選挙志に、
社学、自洪武八年、延師以教民間子弟、兼読大誥及本朝律令。
とある。 『欽定続文献通考』巻五〇によ と、洪武八年正月、社学設立の詔がのせられて、
昔成周之世、家有塾、党有庠。故民無不知学。是以教化行、而
風俗美。今京師及郡県皆有学。而郷社之民、未覩教化。有司其更置社学、延師儒、以教民間子弟、導民善俗、称朕意焉。
とある。その後十二年、社学の子弟で誥律のよめるものには、京師の礼部が賞を給している。 『欽定続文献通考』に、
（洪武）二十年、令社学子弟読誥律者赴京。礼部較其所誦多寡、次第給賞。
とある。さらに正統元年には、俊秀な者は儒学の生員になることが許された。 『欽定続文献通考』に、
英宗正統元年詔、有俊秀向学者、許補儒学生員。
とある。このように朝廷で社学の教育振興をはかったのであるが、民間ではなかなか普及しなかったらしい。そこで弘治十七年には、
弘治十七年令、各府州県、訪保明師、民間幼童年十五以下者、送社読書、講習冠婚喪祭之礼。
とある。これを『明史』選挙志には、
令各府州県建立社学、選択明師。
とあって、 社学の設置を一層徹底さしたようである。 かし れは、ついに成功しなかった。 『欽定続文献通考』にも、又『明史』 も
然其法久廃、
寖
不挙行。
とある。【武学】　
武学は、文の儒学に対するもので、武臣の子弟を教育した。当時
武臣は世襲であったから、武学は武官養成の機関でもあった。明代は、全国要害の地に「衛」
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が設けられた。思うに、当時はまだ「武学」の名はなく、 「衛儒学」とか「都司儒学」とよばれていたらしい。 『明史』巻七五・職官志に、
又有都司儒学、洪武十七年置、遼東始。行都司儒学、洪武二十三年置、北平始。衛儒学、洪武十七年置、岷州衛、二十三年置、大寧等衛始。以教武臣子弟。倶設教授一人、訓導二人。
とあるのが、それである。 『欽定続文献通考』巻四七によると、洪武二十年七月に礼部が、元朝の故例により、武学を立て武挙を用いるよう請うた所、 太祖は「是析文武為二途、 軽天下無全材矣」といって、許さなかっ 。　
武学が初めて設けられたのは、次の恵帝の時代であった。 『欽定
続文献通考』巻四七に、
恵帝建文元年二月、始置京衛武学。教授一人、啓忠等斎各訓導二人。成祖即位、罷。
とある。 『明史』巻七四・職官志の記事も同じであるが、ただ年月を建文四年とし、 「啓忠等十斎」とある この京衛武学は、恵帝が燕王（のちの成祖）の軍（いわゆる靖難の役）を防ぐため、武官養成の必要上設けたのであるから、 燕王の即位後は直ちに廃止された。その後 沿革については、 『欽定続文献通考』巻五〇に
宣宗宣徳七年、令衛所官舎軍餘俊秀者、許入附近州県学、聴本処郷試。
とあるが、これは俊秀な武官の子弟を附近の儒学に依托入学さしたのである。英宗の正統年間におよんで、成国公朱勇が驍勇 都指揮使等 官員を選んで騎射を習わすこ を奏請 たので、 『明史』選挙志に、
二人
 を置いて守備した。それで武学のことを「衛学」ともいった。
　
衛学には、京師におかれた「京衛武学」と辺境におかれた「衛武
学」との二種があり、 「衛武学」の方がはやく出来た。 「衛武学」の初めは「衛儒学」で る。それについては『明史』巻八九・兵志に、
明以武功定天下。革元旧制、自京師達於郡県、皆立衛所。外統之都司、内統於五軍都督府。
とあり、都司は聯隊、衛所は中隊のようなものであった。衛所の学校を「衛学」といった。 「衛所」については『明史』巻九〇・兵志に、
天下既定、度要害地、係一郡者設所、連郡者設衛。大率五千六百人為衛、千一百二十人為千戸所、百十有二人為百戸所。所設総旗二、小旗十、大小聯比以成軍。其取兵、 従征 有帰附、有謫発。
中略
　
其軍皆世籍。
とあり、必ずしも辺境ばかりでなく、本部各省の要害の地にも、すべて置かれた。ただし特に武臣の子弟のために学校 設けられたのは、遼東・大寧などの北辺であった。その起原 、洪武十七年十一月に建学の上諭がでた。 『欽定続文献通考』巻五〇 載せて、
諭礼部曰、近命遼東立学校。或言、辺境不必建立。夫聖人之教、猶天也。
中略
　
況武臣子弟、久居辺境、鮮聞礼教。恐漸移其性。
今使之誦詩書習礼義、非但可以造就其才、他日亦可資用。自後各衛、以次皆設学。
とある。また『明史』巻六九・選挙志には、
武学之設、自洪武時置大寧等衛儒学、教武官子弟。
とある。大寧は今の熱河省の平泉・赤峯 朝陽の諸県の地 、故城は平泉県の北方にあっ 。ここを中心として漸次遼東の諸衛に学校
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憲宗成化三年、定軍生入学之例。四衛以上、軍生八十人。三衛以上六十人。二衛・一衛四十人。有司儒学軍生二十人。
と、入学の定員がきめられた。 『明史』選挙志では、
成化中、勅所司、歳終考試入学武生。十年以上学無可取者、追廩還官、送営操練。
と、罰則の作られたこと、
弘治中、従兵部尚書馬文升言、刊五経七書、分散両京武学及応襲舎人。
と、五経・七書を刊行して頒布したこと、
嘉靖中、移京城東武学於皇城西隅廃寺、俾大小武官子弟及勲爵新襲者、肄業其中、用文武重臣教習。
と、京師の武学の移転したこと、
万暦中、兵部言、武庫司専設主事一員 管理武学、近者裁去請復専設。教官升堂、都指揮執弟子礼、請遵会典例 立為程式。詔皆如議。
と、 兵部の武庫司主事に学政を監督さしたことなどが記されている。武学の提学官ともいうのは、兵部の「武庫司主事」であって、それは『明史』職官志に、
凡武職幼官及子弟未嗣官者、於武学習業。以主事一人監督之。考稽学官之賢否・肄習之勤怠、以聞。
とある。明末に及んで 流賊 猖獗・遼東の 備で、とみに武学生の必要にせまられた。そこで『明史』選挙志に
崇禎十年、令天下府州県学、皆設武学生員 提学 一体考取。已又申会典事例、簿記功能、有不次擢用・黜退・送操・奨罰・
始命両京建武学、以訓誨之。
とある。 『欽定続文献通考』巻四七によると、これを正統六年五月のこ とし、
其堂曰明倫。六斎曰居仁・由義・崇礼・宏智・惇信・勧忠。設教授・訓導各一員。其教読之書 小学・論語・孟子・大学内一本。五経 七書・百将伝内一本。就於所読書内、取一節、講説大義、使之通暁。
とある。 『明史』職官志によると、
正統六年復設 後漸置各衛武学、設官如儒学之制。
とあり、京衛から漸次地方 衛所 及んだもののようである。それで『明史』選挙志の、
尋命都司・衛所応襲子弟年十歳以上者、提学官選送武学読書。無武学者、送衛学或附近儒学
となった。 「設官如儒学之制」とあるが、 『明史』巻七四・職官志に記す所によると、
京衛武学、教授一人
　
従九品
　
訓導一人。衛武学、教授一人、訓
導二人或一人。掌教京衛各衛幼官及応襲舎人與武生、 以待科挙・武挙・会挙、而聴於兵部。其無武学者、凡諸武生則隷儒学
とあり、府儒学にくらべて訓導の少ないのは、
　
府儒学では四人
　
武学の
生員の少なかったためであろうか。　
その後の沿革については、 『欽定続文献通考』巻五〇に、
景帝景泰三年、許各処軍生 考補廩膳、照例科貢。
と、儒学生員なみに科挙や歳貢の道がひらかれ（当時、内閣では、于謙が強兵の策をとっていた） 、また、
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孫立為世孫、……。諸子……封為郡王。嫡長子為郡王世子、嫡長孫則授長孫、… 。 （郡王）諸子授鎮国将軍、孫輔国将軍、曾孫奉国将軍、四世孫鎮国中尉、五世孫輔国中尉、六世以下皆奉国中尉。
とある（原文では、続けて王族の範囲が図示されているが、ここでは省略した…渡） 。　
六世以下は、すべて奉国中尉と称するのであるから、宗室の範囲
はいよいよ広がっていったわけである。　
宗学の起原は、明初洪武年中に始まっている。 『大清一統志』巻
五一・江寧府の条に、
大本堂、在上元県旧紫禁城。府志、明洪武初 建以為太子諸王授経之所。延四方耆儒於其中、公侯子弟、皆就学焉。
とあるに創っている。しかしそれ 制度として整ったのは、 『欽定続文献通考』巻四七に、
武宗正徳十四年、定宗学教習之制。
とあるのによるべきであろう。その大様は、
凡世子・長子・衆子・将軍・中尉年未弱冠者、於王府長史・紀善・伴読・教授等官内、択学行優長者、為之師。各随資質、厳立課程、如法教誨、不得虚応故事。撫按提学等官、訪其賢否勤惰以聞。
とある。教師については、 『明史』選挙志に、
其師、於王府長史 紀善 伴読 教授等官、択学行優長者除授。
とある。 「王府」は各地に封じた諸王の役所で、長史はその長官、紀善・伴読・教授は直接教育 あずかった官人である。 『明史』巻
激厲之法。
と、これまで両京だけにあったのでは到底足りず、全国の府州県に武学を設立さした。しかし之は別に学校を建てたのではなく、儒学をかりて、武学生員の教育にあてたのであろう。従って種々賞罰の規則が作られたものの、一時応急の処置であったと思われる。しかも明朝は、この後七年で滅亡している。明代 武学は、 『明史』選挙志に、
時事方棘、無所益也。
となって終っている。　
武学ではないが、河東に「都転運司儒学」というのがあり、西南
辺境地方には土官（部落酋長で、中央政府から「宣慰使」とか「安撫使」に任ぜられたもの）の子弟教育の め、儒学 設けられたことが、 『明史』職官志にみえている。
河東又設都転運司儒学、制如府。其後宣慰・安撫等土官、倶設儒学。
とあるのが、それである。【宗学】　
宗学は、宗室
　
王族の意
　
の子弟を教育した学校で、京師と各地方要
地に封ぜられた諸王の王府に設けられた 『明史』 巻六九・選挙志に
宗学之設、世子・長子・衆子・将軍・中尉年未弱冠者、倶與焉。
と、宗学で教育する王族の範囲を示している。 『明史』巻一一六・諸王列伝によると、
明制、皇子封親王、……。親王嫡長子、……、立為王世子、長
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と、 『欽定続文献通考』巻四七にあり、罰則については、
其有縦放不循礼法者、学師具啓各該親郡王、小則径自訓責、大則参奏降革。
という規則があった。また考試については、 『明史』選挙志に、
子弟入学者、毎歳就提学官考試 衣冠一如生員。已復令一体郷試、許得中式。
とある。　
宗学の生員は将軍・中尉の末々にまで及んだから、一王府で相当
の数にあったろう。王や郡王の世子長孫は無条件であったらうが、将軍・中尉の子弟となっては到底全部を収容しきれず、 提学官によって入学試験が行われた 従 多数 中には、優秀な者もおり、府州県学の生員と伍して郷試に応じ、会試にも及第して立派な官人になった者もいた。 『明史』選挙志に
其後、宗学
寖
多、頗有致身両榜、起家翰林者。
とある。しかし、その大多数は、宗室 いう権威と富貴 とらわれて、 かく驕慢におち り、宗学の成績でみるべきものがあったとは考えられない。【孔・顔・孟三氏教授司】　「孔・顔・孟三氏教授司」は、あるいは「孔・顔・孟三氏学」ともいう。孔子・顔回・孟子の後裔を教育する施設で、太祖の洪武七年に設けられた。これは元代からあった「三氏 」
　
世祖の中統二年に建て
られている
　
を引きついだもので、古賢の徳をあがめ、その子孫を保護
するためであった 『欽定続文献通考』巻五〇に
七五・職官志に、王府の官員を記し、教育に関係ある職員としては「左・右長史各一人、正五品」 「紀善二人、正八品」 「伴読四人、従九品」 「教授無定員、従九品」とあり、郡王府では「教授一人、従九品」 「鎮国将軍、教授一人、従九品」と その員数が定められ、さらに職掌について、
紀善掌諷導礼法、開諭古誼、及国家恩義大節、以詔王善。伴読掌侍従起居、陳設経史。教授掌以徳義迪王、校勘経籍。凡宗室年十歳以上、入宗学 教授与紀善為之師。
とある。以上が職掌のあらましである。
　「宗室年十歳以上、入宗学」は万暦中
の定制で る。
　
なお総裁として、宗室中から一人を推して「宗正」と
なし、ついで、その副として「宗副 二人がおかれた。　
宗学の教科は、 『明史』選挙志に、
令学生誦習皇明祖訓・孝順事実・為善陰隲諸書、而四書・五経・通鑑・性理、亦相兼誦読。
とあり、王室の藩屏として、 「祖訓」や「孝順」などの倫理書が重んぜられたのである。　
宗学は、封建制度の強化にともなって、全国各地の王府に置かれ
た。したがって、教科内容も、右の規定に準拠するものの、各王府ごとに多少の相異特色のあったことが考えられる。教育の程度は、宗室だけ ゆるやかで、 府州県 儒学以上には出なかったであろう。ただし、その待遇はまた格別で、
俟年至十五、許照例請封。先給禄米三分之一。仍習学五年、験有進益、親王方與奏請出学支本等全 。
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（成化）六年、命衍聖公始襲者、在監読書一年。
などの学事がのせられてある。 「監」とは、後に述べる「国子監」のことである。嘉靖九年六月に、山東巡撫の劉節が「三氏学」に関する改革意見書をたてまつり、詔して、その請 通りにしている。その改革のことは、 『欽定続文献通考』巻五〇に載っている。
世宗嘉靖九年六月、山東巡撫劉節請、以曲阜県治、立四塾十六社。各立一塾、簡孔氏生員儒士二十人為塾師。凡孔顔孟三氏子弟、八歳以上、倶送塾教習。并十五以上、提学官歳其学業、有成送入三氏学、而黜其累試無成者。仍立為廩膳・増広・附 名目。其廩膳以提 官考定高下、収補不支
餼
廩。至於応貢、以収
補名次為定。如年至五十 累考無進者 発回衣巾終身。
これによると、教授司の下に塾を設け、八才から十五才までの童生に初等教育を施し 十五才以上 なると、提学官の入学試験をうけて教授司に進んだ。教授司は大体府州県の儒学 同じ程度で、
餼
廩
給与の制も、儒学のそれによっている。世宗は「詔従所請」とあるから、劉節の意見どおりに実施したも と思われ 。ただし生員の数は相当多かったらしく、 『欽定続文献通考』に、
其廩増人数、視州学例、各三十名
とある。神宗の万暦中になると、さらに曾氏の子弟をも収容し、教授司は「孔・顔・孟・曾」四氏の学校となった。
神宗万暦十五年、又益以曾氏、改鋳四氏学印給之。四十一年四月、加四氏学廩増附 如府学制。
曾氏が加わったので、生員の人数も州学から府学の制 改め、廩膳・増広、各々四十人に増加さした である。
洪武七年正月、設孔顔孟三氏教授司。置教授・学録・学司各一員、令三氏子孫、入学習礼。
とある。所はおそらく山東省曲阜県で、衍聖公府が管理したものと思われる。 『明史』巻七三・職官志に、
衍聖公、孔氏世襲。其属、掌書・典籍・司楽・知印・奏差・書写各一人。曲阜知県、孔 世襲。翰林院世襲五経博士、孔氏二人、顔氏 、曾氏一人 仲 一人 孟氏一人、周氏一人 程氏二 邵 一人 張 、朱氏二 劉 。
とあって、衍聖公府に宋儒の勢力の加っていたことが知られる。さらに教授司については、
教授司、教授
　
従九品
、学録・学司
　
並未入流
、孔・顔・曾・孟四氏
各一人。
とあり、外に「尼山」 「洙泗」の二書院があり、学録一人が各々に置かれた。　
三氏の子孫は、聖賢の裔というので、朝廷から品秩・廩膳・徭役
すべてにわたって優遇されていた。教授司の教育もその一である。その後の沿革について『欽定続文献通考』によると、
至宣宗宣徳中、詔三氏教授司学録 保仕孔氏一人。英宗天順中、給三氏教授印、開生員歳格。
などのことがあった。 『明史』職官志には、
正統元年、……選周・程・張・朱諸儒子孫、聡明俊秀、可教養者、不拘名数 送所在儒学読書、仍給廩饌。成化元年、給孔・顔・孟三氏 印 令 年貢有学行者一人、入国子監。
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し、洪武三年四月に太祖の第四子棣がこの地に燕王となって封ぜられ、王府の所在地になっていたにすぎない。　
太祖の次に第二代恵帝が立った。帝は斉泰・黄子澄の進言をいれ
て削藩政策をとった。 それに反対して燕王棣が所謂靖難の師を起し、建文四年六月 京師は陥落し、恵帝は自焚されたらしい。燕王はついに簒立の望をとげて帝位に即き（方孝孺の殉難事実 この際あった） 、明年をもって永楽 改元した。これから北平の地位は頓に重要性を加えた。
永楽元年正月、升為北京、改府為順天府。
　
永楽四年閏七月詔、建北京
宮殿、修城垣。十九年正月、告成。
と、 『明史』地理志 ある。北平の称が北京と改められたが、又、
建北京於順天府、称為行在。
とあって、南京は依然京師で 北京は行在 ていた。 が永楽十九年正月に北 の宮城が完成し ので、 『明史』巻七・成祖本紀の、
（十八年九月）丁亥、詔自明年、改京師為南京、北京為京師。……十一月戊辰、以遷都北京詔 下
となり、南京と北京 は、首都・陪都、その地位がおきかえられた。この遷都が以後二百二十年間 明室の滅亡まで北京が京師とされた。即ち明代の京師は、初め五 三年間は 応天府におかれ、以後二百二十四年間は北京順天府が 師で 南京は陪都行在 あった。　
国子監は初め国子学といった。その建置は一般に太祖が初めて金
陵を京師と定めた際、従前あった元の「集慶路儒学」をもって国子
　
明代、 「孔・顔・曾・孟」等、聖賢の子孫は、多くこの教授司で
教育された。そうして又いくたの学者を出している。 『明史』巻二八四の儒林伝にそれらの伝が収められていることを附記しておく。
三
　
国子監
【建置】　
国子監は、初め国子学といい、京師におかれた大学である。
　
明代の京師 初め南京におかれ 成祖以後北京に遷され、南京は
陪都となった。いま少し詳しくその沿革につい 述べるならば、元の順帝の至正十二年
　
一三五二年
　
安徽省の濠州
　
今の鳳陽県
　
から兵を起
した皇覚寺
　
濠州の南二里にある
　
の乞食僧朱元璋は、安徽を北から南に
攻略 、太平の儒士陶安の策を用い、十六年三月に元の集慶路、即ち金陵を陥れ、応天府と改め、根拠と た。これが京師南京の起りである。同年七月に朱元璋は呉国公と称し、二十四年正月に呉王位に即き、二十八年正月には、ついに皇帝の位に即き、国を「大明」と号し、元号を「洪武」と建てるにい った。その間の北伐西征・天下統一の大業は、みなこ 応天府を根拠としてなされ で、 『明史』巻四〇・地理志に
洪武元年八月建都、曰南京。十一年曰京師。
　
……洪武二年九月、始建
新城、六年八月成。
とある。また二十六年前、初めて兵を起した濠州は、
呉元年、升為臨濠府 洪武二年九月、建中都、置留守司於此。六年九月、曰中立府。七年八月、曰鳳陽府
とあり、中都鳳陽府というようになった。当時、北京は北 府 称
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可営学使士得一耳目専於学、莞然喜曰、此天所蔵以遺朕、興一代学也。令工部集百工構造。而建孔子廟於学東。制甚壮。上数臨親視、為位置規画。
と、改建の状況を伝えている。
明あくる
十五年に落成し、従来国子学と称
したのを「国子監」と改め、学官の制も大いに完備された。 「監」とは官署の意で、 政府が直轄する 立大学などの意味にあたる。 『大清一統志』巻五〇・江寧 の条に
江寧府学、在府治西北、雞鳴山之陽。明洪武十四年、建為国子監。
とあるのが、その遺址で、大体いまの南京の東北地区、豊潤門と太平門 の中間、覆舟山の西、北極閣の東にあたっていたと推定され、今の国立東南大学がその遺址を承けついでいる 考 られ　
洪武二十六年には、鳳陽府の中都国子監をやめて、京師のに併合
したことは、前述 通りである。　
燕王棣が北平府から靖難の師を起し、ついに「成祖」の帝位に即
いた永楽元年には、北京（この年正月、北平府を 京と改む）にも国子監が建置せられた。 『欽定続文献通考』巻四七に、
成祖永楽元年二月、 設北京国子監。在城東北隅。即元国学遺址、明初為北平府学。至是改焉。
とあり、従来の北平府学を昇格さして「北京国子監」 な 、別大興県学を昇格さして「順天府学」と た。
［注］
　
旧時、 京師は二県に分かって治めていた。唐都の西京は「長安」と「乾封」とに、 東都は「洛
陽」と「河南」とに、明都の南京は「江寧」と「上元」とに、北 は「大興」と「宛平」とに、分治していた。
学としたと伝えられているが、事実は、初めて金陵を定めた至正十六年ではなく、それから十年後の至正二十五年であった。 『明史』巻六九・選挙志に、
国子学之設、自明初乙巳
　
元の至正二十五年
　
始。
とあり、巻七三・職官志にも、
乙巳九月、置国子学、以故集慶路学為之。
とある。その箇処は、 『大清一統志』巻五〇・江寧府に、
上元県学、在府治東南。宋景祐中、建為府学。明洪武初、改為国学。後又改応天 学。
とある。もっとも『新修江寧府志』巻八には
国学、在江寧県東南二里、古御街東。東迫淮水、西有夫子堂門外有祭酒省・博士省。
とあって、 明初は今の東牌楼の北東、 秦淮河と孔子廟 の中間にあったらしい。そして後述するように、府治の西北の雞鳴山下 移転後「応天府学」と改り、京師の太学（国子学）となった。　
洪武八年には、中都鳳陽府にも、京師の分校としての国子学が設
置された。 『明史』巻七三・職官志に、
洪武八年、又置中都国子学、命国子学分官領之。
とあるのが、それである。この中都の国子学は洪武二十六年まで続き、以後は京師のに合併された。　
京師の国子学は、その後漸次完備して学官・学生ともに増員し、
狭隘になったので、洪武十四年に至って府治の西北にあたる雞鳴山下に改め建てることになった。 『明書』巻六二・学校志に、
尋以国学地狭隘不称、登雞鳴山、見其下地平敞、去市朝益遠、
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とあるから、京師の分校のようで、別に学官は置かなかったらしい。　
洪武十五年、雞鳴山下に新学舎が落成したので移転し、名称も国
子監と改め、面目を一新した。職官志の記す所 よると、
祭酒一人
　
従四品
、司業一人
　
正六品
、監丞一人
　
正八品
、
典簿一人
　
従八品
、博士五人
　
従八品
、助教十六人
　
従八品
、
学正三人
　
正九品
、学録三人
　
従九品
、掌饌一人
　
未入流
　　　
十三年、 「典膳」を「掌饌」と改む。
　
とあり、また中都国子監制も、京師に従って改正された。二十四年に、国子監の品秩員数が更に改った。当時中都の制は、
中都国子監設祭酒・司業・監丞・典簿・博士・学正・学録・掌饌各一人、助教二人。品秩與在京同。
とある。品秩は同等であるが、員数はすこぶる少数であ た。この後二年、中都国子監は廃止され 。　
永楽元年、北京に初めて国子監ができた当時の官制は、
設祭酒・司業・監丞・典簿・博士・ ・学録・掌饌各一人、助教二人。
とあるから、ほぼ中都と同じ位であった。その後 北京が京師 なるに及んでは、〇京師国子監　　　　
祭酒一人
　
従四品
　
　
司業一人
　
正六品
　　
縄愆庁
　
監丞一人
　
正八品
　　 　　
博士庁
　
五経博士五
　
従八品
　　 　 　
助教十五人
　
従八品
　
北京国子監の位置については、 『帝京景物略』巻一に、
都城東北艮隅、瞻其坊曰崇教、歩其街曰成賢、国子監在焉。国初本北平府学、永楽二年（元年の誤か）改国子監。在廟右学、規制大備。彜倫堂之松、元許衡手植也。
とある。今、崇文門大街の北端、喇嘛廟雍和宮の西隣に、その址が遺ってい という。　
永楽十九年、北京遷都の後は、北京 が「京師国子監」となり、
南京のは「南京国子監」というようになった。又略して「北監」 「南監」ともいい、明代を通じて、太学に南北の分があった。【学官】　
至正二十五年、初めて国子学が置かれた当時の学官については、
『明史』巻七三の職官志に、
明初、即置国子学、設博士・助教・学正・学録・典楽・典書・典膳等官。
とある。これはもちろん元代の制を蹈襲したもので、一時の急設にすぎなかった。その後二年、 （以下みな職官志による）
呉元年、定国子学 制、増設祭酒・司業・典簿。
とあり、これでほぼ学官の制が備った。その品秩 、
祭酒
　
正四品
、司業
　
正五品
、博士
　
正七品
、典簿
　
正八品
助教
　
従八品
、学正
　
正九品
、学録
　
従九品
、典膳
　
省注
とあるから、決して低いことはなかった。洪武八年に中都国子学が置かれたが、
命国子学、分官領之。
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者、奉監規而訓課之、造以明体達用之学、以孝弟・礼義・忠信・廉恥為之本、以六経・諸史為之業、務各期以敦倫善行、敬業楽群、以修挙古楽正・成均之師道。有不率者、扑 夏楚、不悛、徙謫之。
とある。以上は、祭酒・司業が監生の学業徳行を成就さすについての規定である。その成績考査については、
其率教者、有升堂積分・超格叙用之法。課業倣書、季呈翰林院考校、文冊歳終奏上。
とある。 「升堂積分」とは、年々順序に従って学習し、単位数 修得してゆくこと。 「超格叙用」とは、優秀者は順序によらず抜擢登用すること。優劣の判定は翰林院でなされた。　
さらに釈奠すなわち孔子廟の祭儀や天子の太学行幸などの儀礼に
ついても、
毎歳仲春秋上丁、遣大臣祀先師、則総其礼儀。車駕幸学、則執経坐講。新進士釈褐 則坐而受拝。
などの職責があった。清初、孫承沢の撰した『春明夢餘録』
　『欽定続
文献通考』巻四七の引用による
　
にも、之と同様の記事があり、なお外に、
以廩饌膳師生、以力役給厨膳、以賜予示恩賚 以寧假悉人情、以撥歴練吏事、以考選汰冗濫。
と、祭酒・司業の権限としての恩賞のことが述べられている。　
国子監には、この祭酒・司業の総裁の下に、 「縄愆」 「博士」 「典簿」
「典籍」 「掌饌」の五庁があった。　「縄愆庁」は監生の風紀や過失などの監督にあたり、監丞がその主任であった。 『明史』職官志に、
　　　　　　　　　　
学正十人
　
正九品
　　
学録七人
　
従九品
　　 　　
典簿庁
　
典簿一人
　
従八品
　　 　
典籍庁
　
典籍一人
　
従九品
　　 　
掌饌庁
　
掌饌二人
　
未入流
〇南京国子監　　　　
祭酒一人
　　　　　
司業一人
　
　　
縄愆庁
　
監丞一人
　　 　　
博士庁
　
博士三人
　　 　 　
助教六人
　　 　
学正五人
　　 　
学録二人
　　 　
典簿庁
　
典簿一人
　　 　
典籍庁
　
典籍一人
　　 　
掌饌庁
　
掌饌一人
このような組織であった。その後すこしの異同はあったが、大体この組織で明末に及ん いる。　
祭酒は学長にあたり、司業は部長にあたっている。部長が一人と
いうのは、国子監は文科だけの単科大学であったからである。この二官が監 教務を統轄していた。 『明史』職官志に、
祭酒・司業、掌国学諸生訓導之政令。凡挙人・貢生・官生・恩生・功生 例生・土官・外国生・幼勲臣及勲戚大臣子弟之入監
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すなわち古書を引き写しにする意である。国子監では之を教課の一としていたものらしい。そ て、それら監生が課業として科せられて写抄 たものを底本として、所謂「北監本」 「南監本」とよぶ明版の経史諸書が刊行せられたものかと推察される。宋の は精端の称あるのに反して、明 そ は、と く粗漏の
誹そしり
をきくのは、こ
の辺に起因しているのではなかろうか　「典籍庁」は今の大学図書館で、典籍がその館長である。 『明史』職官志に、
典籍典書籍。
とあり、 『春明夢餘録』には、
典籍掌経史子集及制書。
とある。　「掌饌庁」は監の学官・監生全員の寄宿舎の炊事・飲食を掌る◇◇◇（不明瞭…渡）で、 掌饌がそ 主任であった。 『 史』職官志に、
掌饌掌飲饌。
とあり、 『春明夢餘録』にも「掌飲食」とあるだけであ　
祭酒・司業はもっとも重任であり、また栄職であった。それで旧
初は、ひろく学行ある者を択んで、之 任じた。後には専ら翰林院（王室学士院ともいうべき処、但し文学を主にす）から転補されるようになった。 『春明夢餘録』には、それを、
礼部・翰林・詹事・春坊・司経局、若国子監官、逓相流通而遷補。因之独華重矣。
とあり、祭酒の官は、翰林院ばかりでなく、詹事府（皇太子府とも
監丞掌縄愆庁之事、以参領監務、堅明其約束、諸師生有過及廩膳不潔、竝糾懲之、而書之於集愆冊。
とある。 「集愆冊」というのは、あたかも監生の非行記録簿であったろう。ただし『春明夢餘録』に 集愆冊の記事がない。　「博士庁」は監生に対する直接の教授・指導にあたり、博士の下に「助教」 「学正」 「学録」などの教官がいた。 『明史』職官志に、
博士掌分経講授、而時其考課。凡経、以易・詩・書・春秋・礼記、人専一経、大学・中庸・論語・孟子兼習之。助教・学正・学録掌六堂之訓誨。士子肄業本堂、則為講説経義文字、導約之以規矩。
と、博士以下の職掌を定めてある なお『春明夢餘録』には、
博士坐博士庁、分経訓授。助教・学正・学録坐正義・崇志・広業・修道 誠心 率性六堂専教誨、厳程課、講説経義、納之規矩。
とあって、より具体的である。 「六堂」のこと、ま 教授の内容については、後の学課の項で詳しく述べる。　「典簿庁」は事務会計のことを掌り、その主任が典簿である。 『明史』職官志には、
典簿典文移金銭出納支受。
とあるだけだが、 『春明夢餘録』には、
典簿、典出納文移、受支金銭、為師生饌。季報諸生課業倣書、以聴於翰林。歳杪奏上。
と、詳しく記してある。ちなみに「課業倣書」 語は、前述の祭酒・司業の職責の条（三六頁）にもみえている。 「倣書」 写本抄本、
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等、考定教官生員高下、分別班次。
とある。洪武五年に至って、まず国子学の教官や生員の制がほぼ出来たことが知られる。しかし、それにしても假りの便法であったろう。その後、漸次全国の各府・州・県にも「儒学」が設置されたので、入学の規則が必要となった。 『明史』選挙志に、
天下既定、詔択府州県学諸生、入国子学。又択年少挙人趙惟一等及貢生董
㫤
等、入学読書、賜以衣帳。命於諸司、先習吏事、
謂之歴事監生。
とあるように、入学の法も段々整ってきた。　
洪武十五年に国子学が国子監と改称されたので、 「学生」も「監生」
とよばれることとなった。　
監生は、その入学別によっていくつかの種類に分けられていた。
『明史』選挙志によると、
入国学者、通謂之監生。挙人曰挙監、生員曰貢監、品官子弟曰廕
監、捐貲曰例監。同一貢監也、有歳貢、有選貢、有恩貢、有
納貢。同一
廕
監也、有官生、有恩生。
と、大体の区別を示している。以下一々について説明を試みる。（
1）挙監。郷試に及第した挙人が、京師に集まって礼部の会試に
応じたが、落第した場合、一時国子監に入って、次期の会試まで問する。その間、県学の教諭の俸が支給される。 『明史』選挙志に、
挙人入監、始於永楽中。会試下第、輒令翰林院録其優者、俾入学以俟後科、給以教諭之俸
とある（ 『欽定続文献通考』によると、永楽二年六月のこ として
いう処）の左右春坊や司経局とも交流して補任されたことが記されている。　『明書』巻三三に「学士祭酒表」というのがある（ただし脱漏が多い） 。歴代祭酒の中でもっとも秀れていた、そ 有名な人物をあげれば、
洪武朝
　　
許存仁
　　
魏
　
観
　　
宋
　
訥
　　
張顕宗
永楽朝
　　
胡
　
儼
正統朝
　　
李時勉
　　
陳敬宗
成化朝
　　
丘
　
濬
弘治朝
　　
章
　
懋
正徳朝
　　
蔡
　
清
　　
崔
　
銑
嘉靖朝
　　
呂
　
枏
　　
欧陽徳
　　
湛若水
　　
鄒守益
万暦朝
　　
楊起元
　　
方従哲
　　
陶望齢
などであろう。【監生】　
前に述べた通り、明の国子監は初め国子学と称し、元の至正二十
五年に創立されている。しかし開国の初のこととて、学生の入学について一定の規定は かったらしい。 『明史』巻六九・選挙志に、
洪武元年、令品官子弟及民俊秀通文義者、竝充学生。
とある。 「学生
充あ
てしむ」というからには、一時の便法であった
ことが察せられる。さらに詳しく、 『欽定続文献通考』巻四七に、
洪武初、命功臣子弟 従東宮親王講読。又命公侯伯承襲年幼者、読書大本堂。至是
　
五年
　
令皆入国子学肄業。旋命韓国公李善長
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謂之小秀才。其才学優瞻、聡明俊偉之士、使之博極群書、講明道徳経済之学、以期大用。謂之老秀才。
（
3）
廕
監。 「
廕
」とは父祖の余沢が子孫におおい及ぶ意味で、父祖
が京師で三品以上の栄職に在った者や、或は節義忠諫で死んだ者の子孫は、優遇されて、国子監 入ることを許された。之にまた「官生」 「恩生」 の別があった。その初は 『欽定続文献通考』 巻四七に 「洪武五年、命功臣子弟、入国子学」と題して、
洪武初、命功臣子弟、従東宮親王講読。又命公侯伯承襲年幼者、読書大本堂。至是
　
洪武五年
　
令皆入国子学肄業。旋命韓国公李善
長等、考定教官生員高下、分別班次。
とあるのが、
廕
監の起りであろう。その後、勲臣の子弟で入監する
者が漸く多くなり、ついに之が制度となって、 『明史』選挙志に、次のように記してある。
廕
子入監、明初因前代任子之制、文官一品至七品、皆得
廕
一子、
以世其禄。後乃漸為限制 在京三品以上、方得請
廕
。謂之官生。
出自特恩者、不限官品。謂之恩生。或即與職事、或送監読書。
この記事の下文に、
官生必三品京官、成化三年、従助教李伸言也。
とあるから、明も中葉になって、この制 確立されたといえよう。その後のこととしては、 『明史』選挙志に、
嘉靖元年、令公・侯・伯未経任事、年三十以下者、送監読書。尋令已任者亦送監、而年少勲戚 争以入学為栄矣。
とある。あるいは功臣の子弟及び公侯伯で三十歳以下 入監者を、
ある） 。永楽・宣徳の間は、国子監も盛んで、挙監も頗る優遇された。所が嘉靖の頃になると、国子監 おとろえ、監生が殆ど居なくなってしまった。そこで落第した挙人を無理に入 させようとしたが、不成功に終わったことが、 『明史』選挙志 見 ている。
嘉靖中、南北国学皆空虚、議盡発下第挙人入監、且立限期以趣之。然挙人不願入監者、卒不可力強。
と。又この時のこととして、 『欽定続文献通考』巻四七に、
南京祭酒潘晟、至請設重罰以趣其必赴。
という記事を載せている。（
2）貢監。府州県の儒学の生員中から、選ばれて国子監に入った
者で、これに
イ、歳貢
　　
ロ、選貢
　　
ハ、恩貢
　　
ニ、納貢
の四種がある。これらについては、すでに府州県学の「歳貢」の項〔本誌七号、三八～三九頁〕で詳しく述べておいたから、ここでは略する。　
ただし、太祖の時だけのことと思われるが、以上の挙監・貢監の
中で、年少な者には、まず諸司の吏事を見習わせて之を「歴事監生」といったこと、及び更にその中で英敏な者は文華・武英堂に入れて書を読ませ、 「小秀才」 「老秀才」と称した。 『明史』選挙志に、次のように見えている。
天下既定、詔択府州県学諸生、入国子学。又択年少挙人趙惟一等及貢生董
㫤
等、入学読書、賜以衣帳。命於諸司、先習吏事、
謂之歴事監 。取其中尤英敏者李拡等 文華・武英堂説書、
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不能止。
とあって、物納による例監はついに停止できなかった。　
例監に似たものに、 「貢監」
三九頁
　
の「納貢生」
本誌七号、 三九頁
　
があっ
た。 「納貢」は 地方儒学の生員で、粟や馬を納めて、国子監に入った者である。 『明史』選挙志に、
納貢、視例監稍優、其実相仿也。
とある。 「稍優」は、いずれも物納で入監するのであるが、 貢の方は府州県の儒学生員であるのに、例監にはその制約がなく、粟・馬さえ納めれば誰でも入監を許した所に、明代教学の堕落の一面が暴露されている。 「相仿」とあれば、府州県学もまた建学 精神が失われていったことが察せられる。　
明の中葉以後、国子監は、科挙
　
郷試
　
会試
　
の出身と対抗できず、
漸く衰微の運にあった。一方、北虜南倭、歳荒、土木と多事多難がつづき、そのため例監・納貢をやめることが きず 教育の成績ますます低下していった。 『明史』選挙志に、明一代の太学の変遷を叙べて、
太祖雖間行科挙、而監生與薦挙人才参用者居多。故其時布列中外者、太学生最盛。一再伝之後、進士日益重、薦挙遂廃、而挙監
・貢
監
日益軽。
迨
開納粟之例、即流品漸淆。且庶民亦得援生員之例以入監、謂
之民生、亦謂之俊秀、而監生益軽。
と、消長の迹を批評している。　
以上は国子監の種別の大体であるが、この外に特殊な学生として
「土官生」と「外国生」とがあった。
別に「功生」 「幼勲臣」といったともいう（陳安仁『中国近世文化史』による） 。　
恩生はやや早く、 『明史』選挙志に、
恩生之始、建文元年、録呉雲子黼為国子生。以雲死節雲南也。
とある。これが定制となったのは、やはり『明史』選挙志に、
正徳十六年定制、凡文武官死於忠諫者、一子入監。其後守土官死節亦皆得
廕
子矣。
とあるように、中葉に及んでからである。（
4）例監。 「例」は他の監生の例に准ずる意であろう。これは景泰
元年に始まったもので、国に辺警・飢饉・土木 ど起った際、粟
　
粮食
　
あるいは馬を政府へ納めた報償として、入監を許した。 『明史』
選挙志に、
例監始於景泰元年、以辺事孔棘、令天下納粟納馬者、入監読書、限千人止。行四年而罷。
この時だけでやめたとあるが、事実その後も 物納 よって入監する者があったらしい。成化二年、南京が飢饉であったので、守臣は例監を公許しようと建議したの 対して、礼部尚書の姚
夔
は、
太学乃育才之地。近者直省起送四十歳生員及納草納馬者、動以万計、不勝其濫。且使天下以貨為賢、士風日陋。
と、教育の立場から痛烈の反駁をしたので、
帝以為然、為却守臣之議。
と、選挙志に注目すべき記事がある。しかし、そ 下文に、
然其後、或遇歳荒、或因辺警、或大興工作、率援往例行之、訖
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房」といった
─
に入り毎月
餼
廩を給される外に、歳時に布帛・文
綺を賜り、 正月や元宵
　
一月十五日
　
などの諸節には、 「節銭」といって、
賞与までも給った。 『明史』選挙志に、
学旁以宿諸生。謂之号房。厚給廩
餼
、歳時賜布帛・文綺・襲衣
巾
鞾
。正旦・元宵諸令節、倶賞節銭。
とある。在京久しい監生は、父母の喪はもちろん、帰省もでき、その時には道里の費と て衣服や金銭を賜った。 『明史』選挙志に
諸生在京師歳久、父母存、或父母亡而大父母・伯叔父母存、皆遣帰省、人賜衣一襲・鈔五錠 為道里費。
とある。のみならず、妻子ある者には「紅倉」とい て家族寮があたえられ、未婚者には銭を賜うて、結婚の斡旋までしていただけた。『明史』選挙志に、
孝慈皇后
　
太祖の后馬氏
　
積糧監中、 置紅倉二十餘舎、 養諸生之妻子。
歴事生未娶者、賜銭婚聘、及女衣二襲、月米二石。
とあり、監生の生活一切が保証されていた。それに後項で述べる仕官の途も開かれてあり、洪武・永楽の頃、太学の最も盛んであった当時には、南北監生数千人の多きに達した。 『明史』選挙志に、
弘治中、南京祭酒章懋言、洪・永間、国子生以数千計。
とある。国子監に要した国費も莫大であったと思われる。
（未完）
［追記］本稿は本誌七号掲載に続くもので、河住玄著『明代の教育制度』 （油印本。一九五四年）の本文の一部である。常用漢字に改めるなど若干の訂正を加えた。なお本文の引用史料には返り点、送
　「土官生」とは、府州県学の「生員」の項〔本誌七号、三二頁〕
　
で記しておいた四川・雲南・貴州・広西地方の土官の子弟で、その地の儒学から貢生として京師に送られてきた者である。 『欽定続文献通考』巻四七に、
雲南・四川等土官、時遣子弟民生入監者甚衆。
とある。　「外国生」とは、日本・高麗（洪武二十五年、李成桂、朝鮮国を建つ）暹羅・琉球など 諸外国からの留学生である。 『欽定続文献通考』に、
（洪武）三年、高麗遣其国金濤等四人来学。次年濤成進士帰。自是日本・琉球・暹羅諸国、皆有官生、入監読書。朝廷輒加厚賜、并給其従人。
とある。なお『欽定続文献通考』に、 蒋一葵（明の常州の人）の「長安客語」を引いて、
国初、高麗遣金濤等入太学。其後各国及土官、亦皆遣子入監。監前別造房居之。
（欽定続文献通考に「房百間」とあり）
名王子書房。今太
学前有交趾号舎。葢成祖設北監以来、所以処交趾 生者。
と、外国生・土官生のために、別に宿舎の設備が ったことが記されている。 『明史』選挙志には
永宣
　
永楽・宣徳
　
間、先後絡繹。至成化・正徳時、琉球生猶有至者。
と伝えている。即ち外国生の留学は明初に盛んで、中葉以後は漸く絶えたことが察せられる。　
国子監の監生は、 すべて官費で、 学舎の旁の寄宿寮
─
それを「号
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り仮名が付されているが、印刷の都合上省略した（渡記） 。　　　　　　　
  河住
　
玄
　　
一九〇八年生

渡
　
昌弘
　　
人間環境大学教授（中国社会文化論）
